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■大手の由采イ

岡 泉

ぜ;貴ン 機襴 塀1捕庁雪孟鞣
り水が泉のように湧き出ていたことによる地名か。

実ケ谷

「サナJは製鉄にちなむことばと考えられる。大字白岡には製
鉄に関する「タタラ山」という地名もあり、裂鉄が盛んな土地だっ
たようだ。「谷Jは湿地・低地を意味する。

千駄野

地味が悪く、江戸時代の責租は茅が千駄に過ぎなかったとい

われる。野は草木の生えた広い平らな土地の意。

小久喜

「クキJせよ小高い場所で、新や柴を採集する場所という意味。
地内の寿楽院は高台に位置し、山号を「大高山Jという。

お買冒畳宝ぽ播詠地転野品¬扮かれ初は|
江戸の卓保年間と考えられると

爪田ケ谷

地;鶴穫挑疋ィ陪副翌鑑盛魯を確終免女
の

乗凸薪井           ″
寛永5年(1628)以前は上新井と呼ばれていた。大田は中世

の大田庄(現在の北川平
田
モから岩槻市に及ぶ範囲)のこと。こ

の

増す畳猪!i開

会された地ということから命
争

されたと考
|ら

れん。

江戸時代にこの地を新田開発した2人(彦兵衛と新平)の名
を取り、明治22年まで彦兵衛新田と呼ばれていた。

The names oithe places Such as old v‖lages and ooaza usua‖y have similar orもinも

ΨOSt name are taken from 10cal history o【geographic features
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■大字の由来 旧篠洋村

「篠津Jの由米は定かではないが、「津」とは船着場を意味し、
その岸辺に篠が群生したことからと考えられる。江戸時代享保
年間に、日光街道の奉日部宿と中山道の鴻巣宿を結ぶ協程鰭の

交通の要衝として栄えた。

‐1里予 q二‐.―.‐!!‐                    ‐11!f■|
野牛は利根川の旧河道である「百'十IJの自然堤防_とに位置し、

柳の生い茂る土地だったことを表している。  ヽ     ヽ

日川?低 地(現在の新白同地区付近)から、高岩本村の天満

神社付近の土地(台地)を見ると、かつては約2メートルの高低差

があった。この地形から命名されたと考えられる。

寺塚地内には炉 寺となった束照寺という寺院があった。この

付近が小高い塚であったことからこの地名となったと考えられる。

41ページ(地名の由来)参照
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白岡町の旧村や大字などの地名の由来について

紹介します。

地名にはその地域の歴史や自然地形が刻まれて

います。         |   !

「白同」の名が自岡人幡とともに由緒があり、自岡駅を

中心に町の発展を期することからこの町名となった。
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昭和44～52年にかけ、「白岡・篠津土地区画整理事業Jが実

施され、約96ヘクタールほどの土地が整備された。白岡、篠津の

西ということでこの地名となった。

新白岡 |■■■ ||■ ■ |■ ■■1‐■ |■ ■ ||

高岩の中央部を民商で開発した「ニュータウン」ということから

「新白同Jになった。

1自岡東 ‐■ ‐■ |―!■ ‐■■‐■■■■■‐ ■

昭和61～平成15年に
4け

、「原ケ井戸・束土地区画整理事業J

が実施され、11 9halまどの土地が整備された。大手白岡の束とい

うことでこの地名となった。              `

■大字の出来
fi  ■‐

「シバJとは草木の小さな植物の生えたよ出を表し、「ヤマJと

は燃料としての雑木を採る林を意味じている。

1幸■■■
もともと大崎村の一部の低地だったが、慶長13年(1608)に新

田に開発され、新たな村となった。

■|十1モ   “
古くは大崎村だったが、元禄のころに上大崎と下大崎に分か

れた。「サキ」は地形のとんがり、先端の意味。
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■旧村名の出来

日勝村
村名は明治28年、日清戦争での日本の戦勝を記念して

「日本勝つを深く永く銘記するために」当時の県知事千

家専福によって命名された。

篠津村のなかで篠津が衛並みを形成し、地区が最も大

きかったことからこの名となった。

||||1栞下狩||||||
上大崎、下大崎村の「大」と柴山村の「山」を組み合わ

せて命名された。大山小学校は、村の中央部の荒井新

田に置かれた。

‐・ 青  載  |  |
四害五経の「詩経」の書き出しのことばのな力寸こ現れる「青

義Jからとったものc優秀な人材を輩出する場所という意味

がある。明治22年、南埼玉郡間中郡長の命名。


